
 第 235 号（8）平成2�年（2009年） �� 月25日 足 立 区 議 会 だ よ り

性
は
向
上
し
た
も
の
の
、
依
然
と
し

て
多
く
の
歩
行
者
、
自
転
車
が
踏
切

を
横
断
し
て
い
る
状
況
に
変
わ
り
は

な
い
。

　
「
開
か
ず
の
踏
切
」
に
よ
る
事
故

の
危
険
性
と
地
域
の
分
断
を
解
消
す

る
に
は
、
抜
本
対
策
で

あ
る
鉄
道
立
体
化
の
早

期
実
現
が
不
可
欠
で
あ

る
。

　

同
時
期
に
足
立
区
議

会
で
は
、
い
ち
早
く
全

議
員
で
構
成
す
る
「
足

立
区
議
会
鉄
道
高
架
化

促
進
議
員
連
盟
」
を
、

地
域
で
は
「
竹
ノ
塚
駅

鉄
道
高
架
化
早
期
実
現

の
会
」
を
設
立
し
た
。

こ
れ
ら
の
組
織
は
、
地

域
住
民
、
足
立
区
、
足
立
区
議
会
か

ら
な
る
「
竹
ノ
塚
駅
付
近
鉄
道
高
架

化
促
進
連
絡
協
議
会
」
を
結
成
し
、

鉄
道
高
架
化
の
早
期

実
現
を
目
指
し
積
極

的
に
関
係
機
関
へ
の

要
請
活
動
を
行
っ
て

き
た
。

　

こ
の
結
果
、
国
は
、

連
続
立
体
交
差
事
業

の
採
択
案
件
を
拡
充

し
、
平
成
�9
年
度
に

は
新
規
着
工
準
備
箇

所
と
し
て
採
択
さ
れ
、

平
成
2�
年
６
月
に
は
都

市
計
画
素
案
説
明
会

が
開
催
さ
れ
る
な
ど
、

事
業
は
異
例
と
も
い

え
る
ス
ピ
ー
ド
で
進

捗
し
て
い
る
。

　

現
在
は
、
平
成
23
年

　

足
立
区
議
会
は
、
竹
ノ
塚
駅
付
近

連
続
立
体
交
差
事
業
を
行
う
た
め
の

財
源
を
安
定
的
、
継
続
的
に
確
保
す

る
よ
う
求
め
る
た
め
、
平
成
2�
年
�0
月

26
日
、
国
土
交
通
省
を
訪
ね
、
意
見

書
を
提
出
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
意
見
書
の
内
容
は
次
の
と

お
り
で
す
。

東
武
伊
勢
崎
線
（
竹
ノ
塚
駅
付
近
）

連
続
立
体
交
差
事
業
な
ど
を
推
進

す
る
た
め
の
安
定
的
な
財
源
の
確

保
を
求
め
る
意
見
書

　

足
立
区
内
の
東
武
伊
勢
崎
線
竹
ノ

塚
駅
構
内
の
第
37
号
及
び
第
38
号
踏

切
は
、「
開
か
ず
の
踏
切
」
と
し
て

か
ね
て
よ
り
懸
案
の
踏
切
で
あ
っ
た

が
、
多
額
の
事
業
費
や
法
制
度
の
問

題
な
ど
に
よ
り
、
鉄
道
立
体
化
の
実

現
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
下
、
第
37
号
踏
切

に
お
い
て
平
成
�7
年
３
月
�5
日
に
４

名
の
死
傷
者
を
出
す
痛
ま
し
い
事
故

が
発
生
し
た
。

　

事
故
後
、
国
、
東
京
都
、
足
立
区

及
び
東
武
鉄
道
株
式
会
社
は
協
力
し

て
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
つ
き
歩
道
橋
の

新
設
な
ど
の
緊
急
対
策
を
講
じ
安
全

度
の
事
業
認
可
取
得
を
目
指
し
、
詳

細
検
討
及
び
環
境
影
響
評
価
調
査
等

都
市
計
画
決
定
に
向
け
た
手
続
き
を

進
め
て
い
る
。

　

こ
の
間
、
足
立
区
は
従
来
都
道
府

県
等
が
事
業
主
体
で
あ
っ
た
連
続
立

体
交
差
事
業
に
、
区
が
事
業
主
体
と

な
っ
て
取
組
む
と
い
う
重
大
な
決
断

を
し
、
今
後
の
財
政
負
担
に
備
え
基

金
を
設
置
し
、
現
在
約

��5
億
円
を
積

み
立
て
る
に
至
っ
て
い
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
鉄
道
立
体
化
に

は
約

500
億
円
と
い
う
多
額
の
経
費
が

必
要
で
あ
り
、
国
や
都
の
財
政
支
援

な
く
し
て
事
業
実
施
は
不
可
能
な
状

況
で
あ
る
。

　

よ
っ
て
足
立
区
議
会
は
、
国
会
及

び
政
府
に
対
し
、
東
武
伊
勢
崎
線
竹

ノ
塚
駅
付
近
連
続
立
体
交
差
事
業
の

財
源
を
安
定
的
、
継
続
的
に
確
保
す

る
よ
う
強
く
求
め
る
も
の
で
あ
る
。

（
衆
議
院
議
長
、
参
議
院
議
長
、
内

閣
総
理
大
臣
、
総
務
大
臣
、
財
務
大

臣
、
国
土
交
通
大
臣
あ
て
）

　
　
　
　
　
　
　
（
�0
月
23
日
議
決
）

国
土
交
通
省
へ
意
見
書
を
提
出


